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冒)悪性脳腫藤に対する組織内温熱療法
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悪性神経牒腫および転移性脳腫塙に対し1こi.56h･･1Il′

組織内温熱療法を行い,その CT画像上の効果を検討

しテファソトムや SPECTの情報を加え,新しい男顔の

温熱治療計画法に一)いても言及した.対象は新しし､針型

電榛 (RFAntenna)を潤い,画像上評価可能であった

lo削 (悪性神経陽腫7例,転移性脳腫壕3例)である.

アンテナは,産位脳手術装置を開いて腫癌内に留置させ,

藤癌端の温度センサ-をモニタ-として43℃,60分の加

温を行った,加温はアンテナ留置術後 1週以内に,3か

ら6回行い,原則として照射療法は併用した.脳血流は,

加温前と加温率に PAOを周いた SPECTにより推測

し,寒天ファントムから得られた温度分布とともに治療

計画をたてるための情報として開いた. その結果,CR

が2例,PR3例 (CRh2例,PRh5例)の効果が得

られた.また,(汀 上の壊死部は,推測された温度分布

紘-致 し,治療計画法の有効性も確かめられた,

8)神経芽細胞腫の核 DNA量解析
-生物学的特異性とその臨床的意義-
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近年の強力な輿学的治療により神経芽細胞腫の長期生

存例が多数みられるようをこなった.その結果,副作用に

よる難聴や発育障害などが義光な問腐となってきた.腫

壕の悪性度をこ応じた必要最小限の治療が赦しく要求され

ている･準経芽細胞腫には悪性度の高い例が多いが,負

然消週する例もみられるなどその生物学的特性は一様で

はない,そこで今回,神経芽細胞感の悪性度を魔境の核

DNA量の面から検討してみた.新潟大学小児外科で治

療が行われた神経芽細胞腫症例96例を対象とし,パラフィ

ン包埋標本を用いプロ-サイトメトリ…による核 DNA

量解析を行った.その結果,正常の核DNA慶を持つDNA

diploidyは予後が著しく不良であること,DNAaneu頭oidy

が良好な予後因子であること,正常の2倍の榛DNA

巌を持---I)NAletraploidyが diploid1,に近い性格を

持つことなど他の厳濠にはみられない特性が明らかとなっ

た.今回の解析結果を提示し,その臨床的意義をこつき検

討する.
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9)高 Ca彪症を合併 し,多剤併周療法が薬効
した原発不明未分化癌の 1例
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院整形外科を受診.骨シソチで右肋骨,胸椎に多発性異

常薬療あり.

血清 Cこlが Il.6mg(llLL_高上 精査LT)ため9月に

当村･入院.腫鳩-1,一･-II)---C1-.は NSI･T..CA125,CA15-3

が高値であ--､た.胸部Cl'では肺野,縦隔iニmLISSlesion

無く,腹部 CT,で鮎異常無 し,9月末から,後頚部の

腫脹.右上肢の腫脹 ･曙橋,林崎が急速に進行.頚部の

MRIで敢部組織腫轟が認められ 腫療教授で原発不明

の未分化癌と診断された.多剤併周化学療法 (CBDCA

+VP-16+THp-ADM)と頚部-の照射を餅潤 したと

ころ,頚部魔癌は著明に縮小,着上肢の腫脹 ･痔痛は消

失 し,腰痛も軽減 した.本例の腫虜細胞は NSE高値

等から,meuro-endocrine由来の未分化癌と考えられ

るが,原発巣は断定困難であった.文献的にも同様の症

例が報告されているが,臨床的特徴として化学療法の有

効性が挙げられており,早期診断と横棒的な多剤餅周化

学療法の登粟性が示唆された.

10)悪性腰麻に伴 う高 Ca血症に対するアレン
ドロネ- 卜の効果
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悪性魔壕に伴う高 Ca血症 をMAHC)の治療の原則

は原疾患の治療であるが棄際は不可能である場合が多く,

また進行が急速であるため迅速な対症療法が必要となる.

今回我々は MAHCの8症例に対 してビスフォスフオ

ネ- 卜系の薬剤であるアレソドロネ- 卜を授与したとこ

ち,再投与群も含め全例をこ血清 Ca値の著明な改善が

認められた.症状については概ね改善が認められたが,

若干の不変例が存在し,これは悪性鹿癖の末期としての

症状が大部分を占めているためと考えた,問題となる副

作周は認められなかったが効果の持続が短く,延命効果

などに対しては尚検討の余地が残されていると考えられ

た.


